
 

 ＰＴＡのあり方の現状と課題について 

１ 自由討議の目的 

  ＰＴＡの目的や活動は、それぞれの団体の規約等に定められており、こどもたちの健全育成を

目的とした活動や、それに資するための会員相互の学び、学校支援活動や地域での諸活動など、

全国各地で様々な活動が行われている。 

社会状況の変化に伴った望ましい PTA のあり方や取組について検討するもの。 

 

２ ＰＴＡについて 

（１）ＰTA とは 

ＰＴＡは、社会教育法に基づく社会教育関係団体で、学校に通うこどもの保護者と教職員 

で構成されており、PTA の結成や加入は義務付けられておらず、活動は任意で行われる。 

 

 （２）PTA のはじまり 

    昭和２２年３月５日、文部省（当時）は、PTA の目的を「教育の質の向上」「保護者と教

職員、地域住民との連携強化」を目的として、全国に手引書を送達してスタートした。それ

を受けて本市でも、昭和２２年に PTA 創設の準備が始められ、昭和２３年７月７日、城東

小学校 PTA が発足した。これを契機に本市の各学校で新しい規約の PTA 組織作りが始めら

れた。 

 

（３） PTA の功績 

発足から 70 余年となる PTA は、これまでに次のようなものを学校・地域にもたらしてき

たと考えられる。 

  ・保護者と教職員等のコミュニケーションの促進 ・学校行事の支援 

  ・教育環境の整備  ・地域連携の強化  ・児童への支援 ・防災や安全活動 

  ・教育政策への影響 ・保護者にとっての学びの場提供 

 

３ PTA の現状と課題等 

（１）本市 PTA の現状 

①熊本市 PTA 協議会に関する現状等           （提供熊熊本市 PTA 協議会 各年度 5.1 現在） 

 加入校数 加入保護者数（世帯） 市 P 協議会へ加入していない単位 PTA の状況 

R3 １３５ 50,720 ・R3 年度から現在 11 単位 PTA が退会 

・退会理由熊会員の減少、役職のなり手不足など 

・退会後の状況 

単 P の存廃 存続 9 校 廃止２校 

会費の有無 有り７校 無し２校 

加入率   8 割以上 4 校、5 割以下 5 校 

活動状況  行事ごとに随時協力者を募集 

 

R4 １３４ 49,058 

R5 １３４ 46,790 

R6 １２９ 43,516 

R7 
１２４ 

（予定） 
 

※ 日本ＰＴＡ全国協議会会員数はこの５年間でおよそ 10％に当たる９１万人が減少している。（日 P 統計） 

熊本県の PTA 会員はこの 10 年で１５％減少している。（熊日新聞 2024.9.7） 
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②本市 PTA での特色ある取組 

ア 活動体制の見直しによる取組 

  従来の一人一役体制を見直し、各会員から提案型の活動を企画してもらい、その提案

者を核としたグループで各活動を行っている。 

 

イ 地域の人たちも活動に参画した取組 

  PTA だけでなく、“PTCA”として、自治会や食改善推進員等の地域団体と連携し、授

業支援や地域の環境整備等に取り組んでいる。 

 

ウ こどもが企画・運営にかかわりながら行う地域活動の取組 

  マルシェ、大綱引き、ロックフェス、どんどやなどの行事に、こどもたちが主催者側

となって取り組むことで、地域を誇れる心情を育むことを目的としている。 

 

エ 情報発信を活性化した取組 

  校長・PTA 会長が SNS で保護者の子育ての悩み相談に答える番組を発信する取組等

を行って活性化を図っている。 

 

 

 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 https://youtu.be/XMLfrE3-qUg?si=A1J0rcfKoYldTfom 
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https://youtu.be/XMLfrE3-qUg?si=A1J0rcfKoYldTfom

